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塗膜シート工法

ナルファルトWPの特長

アスファルトをゴムで改質した水性エマルジョン
タイプの塗膜防水剤です。

下地に強固に密着し、強靭で耐久性のある弾
性皮膜を形成する作業性、安全性に優れた 
防水剤です。

原液のまま塗布するだけで、後は自然乾燥に
より防水皮膜を形成します。一度形成した防水
皮膜は再溶解することはありません。
また、硬化を早めるために、市販のセメントを
ナルファルト WPの原液に 0.5～1.0％重量
混合することで、水和反応により防水皮膜が
形成されます。

湿った下地にも防水施工可能
ナルファルトWPとは

毒性・引火性がなく安全
◦特別な換気や保護具を必要としません。
◦火傷や火災の心配がありません。
◦室内、地下室、水槽等の防水作業が安全にできます。
一液型の水性エマルジョン
◦ウレタン防水のように二液を混合する必要がありません。
◦混合手間が省け、混合不良によるトラブルが生じません。

安全力

優れた柔軟性
◦‌�防水層は柔軟で弾性に富んでいるため、下地の伸縮に対する追従性に

優れています。追従力

下地が湿っていても施工可能
◦下地が湿潤な状態でもそのまま施工ができます。
◦工期の短縮を図り、作業性を格段に飛躍させることができます。防水力

高い防水性と強力な接着力
◦アスファルトにより高い防水効果を発揮します。
◦‌�ほとんどの下地（モルタル、コンクリート、鉄板、アスファルト、ウレタン、

ゴム等）に対しても優れた接着力を持ち、複雑な箇所、垂直面、防水層
端部も容易に施工できます。

接着力



標準施工例「ナルファルトWP塗膜シート工法」

施工例

1 下地の清掃
◦‌�防水下地のホコリ、レイタンスなどを除去

する。

2 ナルファルトプライマーの塗布
◦‌�専用のナルファルトプライマーを原液で

ブラシ、ローラー、ハケ等で下地にこすり 
つける。（標準塗布量：0.2 ～ 0.4kg/m2）

3 ナルファルトWPの塗布
◦‌�ナルファルト WP を原液（又は原液に

セメントを夏季 0.5％重量、冬季 1.0％
重量混入）で 0.7 ～ 0.8kg/m2 ゴムコテ、
ローラー等で塗布する。

4 ナルファルト不織布の張り付け
◦‌�直ちにポリエステル製のナルファルト不織

布を張り付ける。

5 ナルファルトWPの塗布
◦‌�ナルファルト不織布の上からナルファルト

WP を原液（又は原液にセメントを夏季
0.5％重量、冬季 1.0％重量混入）で 1.2 ～
1.3kg/m2 ゴムコテ、ローラー等で塗布
する。

6 防水保護の施工
◦‌�モルタル保護の場合…絶縁シートを敷設

してからモルタルをかける。
　‌�トップコート仕上げの場合…ナルファルト

トップＳ（軽歩行用）又はナルファルト
トップＰ（非歩行用）を所定量塗布する。

　※‌�ナルファルトトップの詳細は、別途カタログを
参照のこと。

笠木

絶縁シート（保護モルタルの場合）

ナルファルトWPナルファルト不織布ナルファルトWPナルファルトプライマー

ナルファルトトップ仕上又は保護モルタル



ナルファルトWP防水工法

工法名 仕様（kg/m2） 適用箇所

保護ナルファルト
塗膜シート工法

（NWW-110-00）
[ 国交省 Y-2工法相当 ]

（塗膜厚：約 1.6mm）

保護層（絶縁シート＋モルタル、別途工事）
❹ナルファルト WP（２回目）1.2
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルト WP（１回目）0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2 ～ 0.4

◦ RC 屋上
◦ベランダ
◦ルーフバルコニー
◦浴室・厨房
◦便所・機械室
◦駐車場・開放廊下
◦水槽

非歩行露出ナルファルト
塗膜シート密着工法

（NWW-332-00）
[ 国交省 X-2工法相当 ]

（塗膜厚：約1.8mm）

❻ナルファルトトップＰ（２回目）0.15
❺ナルファルトトップＰ（１回目）0.15
❹ナルファルト WP（２回目）1.2
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルト WP（１回目）0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2 ～ 0.4

◦ RC 屋上
◦パラペット
◦庇
◦露出防水工法の
　改修
※‌�ナルファルトトップＰ

は５年に１回塗り換え
て下さい。

軽歩行露出ナルファルト
塗膜シート密着工法

（NWW-232-00）
[ 国交省 X-2工法相当 ]

（塗膜厚：約2.4mm）

❻ナルファルトトップＳ（２回目）0.5
❺ナルファルトトップＳ（１回目）0.5
❹ナルファルト WP（２回目）1.2
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルト WP（１回目）0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2 ～ 0.4

◦ RC 屋上
◦ベランダ
◦開放廊下
◦露出防水工法の
　改修
※‌�ナルファルトトップＳ

は５年に１回塗り換え
て下さい。

地下外壁ナルファルト
塗膜シート工法

（NOW-041-00）
[ 国交省 Y-1工法相当 ]

（塗膜厚：約1.6mm）

保護層（断熱板、別途工事）
❹ナルファルト WP（２回目）1.2
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルト WP（１回目）0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2 ～ 0.4

◦地下外壁

非歩行露出ナルファルト
塗膜シート絶縁工法

（NWW-332-01）
[ 国交省 X-1工法相当 ]

（塗膜厚：約1.8mm）

（� ）必要に応じて脱気筒を 70～ 80m2 に
1ヶ均等に配置して下さい。

❼ナルファルトトップＰ（２回目）0.15
❻ナルファルトトップＰ（１回目）0.15
❺ナルファルト WP（２回目）1.2
❹ナルファルト不織布
❸ナルファルト WP（１回目）0.8
❷ナルブリッドＢ 0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2 ～ 0.4

◦屋上
◦庇
◦保護防水工法の 
　改修
※�ナルファルトトップＰ

は５年に１回塗り換え
て下さい。

軽歩行露出ナルファルト
塗膜シート絶縁工法

（NWW-232-01）
[ 国交省 X-1工法相当 ]

（塗膜厚：約2.4mm）

（� ）必要に応じて脱気筒を 70～ 80m2 に
1ヶ均等に配置して下さい。

❼ナルファルトトップＳ（２回目）0.5
❻ナルファルトトップＳ（１回目）0.5
❺ナルファルト WP（２回目）1.2
❹ナルファルト不織布
❸ナルファルト WP（１回目）0.8
❷ナルブリッドＢ 0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2 ～ 0.4

◦屋上
◦ベランダ
◦開放廊下
◦保護防水工法の
　改修
※‌�ナルファルトトップＳ

は５年に１回塗り換え
て下さい。

製品性状

■性　状
分　　類 改質アスファルト系常温防水

品　　名 ナルファルトＷＰ

一般性状 主成分 アスファルト、熱可塑性樹脂、合成ゴム

粘　度 60,000 cps

固形分 65％

比　重 1.2

外　観 黒褐色水性エマルジョン

Ｐ　Ｈ ８±１

荷　　姿 ポリペール缶入り （20kg）



笠木

トップコート

ナルファルト防水

絶縁用テープ

ナルファルト防水補強張り

納まり標準施工図

JASS 8 性能評価試験

入隅、継目

ナルファルト防水

ナルストップ

ナルファルト防水補強張り

ナルファルト防水
ナルファルト防水補強張り

パイプ廻り ドレン廻り

ナルファルト防水層 ナルファルト混入
モルタルト口詰め

モルタルにて笠木をつくる場合
必ずナルファルト防水を施工する

ナルファルト防水層

ナルファルト防水補強張り

サッシ廻り パラペット

水密試験結果：合格

水　深 期　間 漏水の有無

10 cm 14 日 無

30 cm 14 日 無

80 cm 14 日 無
試験状況



改質水性アスファルト系常温工法防水
湿った下地にも防水施工が可能

塗膜シート工法
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環境対応型

（登録番号N25002）

毒性・引火性なし

安全力
ほとんどの下地に

接着力
アスファルトによる高い

防水力
下地の伸縮に対する

追従力

性能試験

建築用塗膜防水試験　　試験準拠　建築用塗膜防水材 JIS A 6021:2000, JASS 8
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性能試験

項　　目 ナルファルトWP 基 準 値

引張性能 引張強さ（N/mm2） 1.05 0.25 以上
破断時の伸び率（％） 700 600 以上

引裂性能 引裂き強さ（N/mm） 2.5 2 以上

温度依存性

引張強さ比（％） 試験時温度　－20℃ 700 700 以上 2000 以下
試験時温度　＋60℃ 15 5 以上

破断時のつかみ間の 
伸び率（％）

試験時温度　－20℃ 78 70 以上
試験時温度　＋23℃ 680 600 以上
試験時温度　＋60℃ 625 600 以上

加熱伸縮性状 伸縮率（％） －2 －4 以上 1 以下

劣化処理後 
の引張性能

引張強さ比（％） 加熱処理 135 80 以上 150 以下
アルカリ処理 130 80 以上 150 以下

破断時の伸び率（％） 加熱処理 610 600 以上
アルカリ処理 605 600 以上

伸び時の劣化性状 加熱処理 異常なし 異常がないこと

たれ抵抗性 たれ長さ（mm） 1.8 3 以下
しわの発生 無し 無し

固形分（％） 66 65±3.0
JASS8 性能評価試験　水密試験 漏水なし 漏水がないこと

各種下地との密着性

接着体 接着強度（N/mm2）

コンクリート ※1.80

モルタル ※0.75

ALC ※0.90

鋼板 / ステンレス 2.00 / 1.30

アルミ  0.70

ベニア ※0.75

発泡スチロール ※0.45

硝酸カルシウム ※0.85

Ｐタイル  0.60

FRP  0.85

アスファルト ※0.70

ウレタン  0.60

ゴム  0.60

※母材破壊

H.26.8.2000
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EMS 81566 / ISO 14001:2004
（本社・関工場）

改質アスファルト系常温工法防水　湿った下地にも防水施工OK！

塗膜シート工法

国土交通省適用仕様
日本建築学会適用仕様

工 法 名 適　　用 仕　　様（kg/m2） 備　　考

国交省 Y-1 工法

NPG-S40
（塗膜厚：約 4.0mm）
《密着》

◦‌�地下外壁防水‌
（後やり防水）

保護層（保護緩衝材、別途工事）
❺ナルファルトWP（３回目）2.5
❹ナルファルトWP（２回目）2.5
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルトWP（１回目）1.0
❶ナルファルトプライマー 0.2

◦建築工事共通仕様書
　Y-1 工法
◦建築工事標準仕様書
　JASS8
　L-GU工法

国交省 Y-2 工法

NPG-S30
（塗膜厚：約 3.0mm）
《密着》

◦屋内防水
◦屋根防水
◦地下外壁防水

保護層（絶縁シート＋モルタル、別途工事）
❺ナルファルトWP（３回目）1.5
❹ナルファルトWP（２回目）1.5
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルトWP（１回目）1.0
❶ナルファルトプライマー 0.2

◦建築工事共通仕様書
　Y-2 工法
◦建築工事標準仕様書
　JASS8
　L-GI 工法

国交省 X-2 工法

NPG-X32（仕上）
（塗膜厚：約 3.0mm）
《密着》

◦RC屋上
◦ベランダ
◦パラペット
◦開放廊下
◦庇

❻仕上塗料
名称仕様 材　　料 仕　　様
軽　歩　行 ナルファルトトップＳ 0.5kg/m2×２回
非　歩　行 ナルファルトトップＰ 0.15kg/m2×２回
遮熱軽歩行 ナルファルトトップ遮熱Ｓ 0.5kg/m2×２回
遮熱非歩行 ナルファルトトップ遮熱Ｐ 0.25kg/m2×２回
高　耐　久 ナルファルトトップハード 0.25kg/m2×２回

◦建築工事共通仕様書
　X-2 同等厚さ
◦建築工事標準仕様書
　JASS8
　L-UF 同等厚さ

❻仕上塗料
❺ナルファルトWP（３回目）1.5
❹ナルファルトWP（２回目）1.5
❸ナルファルト不織布
❷ナルファルトWP（１回目）1.0
❶ナルファルトプライマー 0.2

ナルファルトWP防水工法
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製品性状

外　観 黒褐色水性エマルジョン

pH ８±１

主成分 アスファルト、熱可塑性樹脂、合成ゴム

粘　度 60,000 cps

荷　姿 ポリペール缶入
（WP18kg＋プライマー２kgセット）

工 法 名 適　　用 仕　　様（kg/m2） 備　　考

国交省X-1 工法

NPG-X31（仕上）
（塗膜厚：約 3.0mm）
《絶縁》

◦屋　　上
◦ベランダ
◦開放廊下
◦庇

❼仕上塗料
名称仕様 材　　料 仕　　様
軽　歩　行 ナルファルトトップＳ 0.5kg/m2×２回
非　歩　行 ナルファルトトップＰ 0.15kg/m2×２回
遮熱軽歩行 ナルファルトトップ遮熱Ｓ 0.5kg/m2×２回
遮熱非歩行 ナルファルトトップ遮熱Ｐ 0.25kg/m2×２回
高　耐　久 ナルファルトトップハード 0.25kg/m2×２回

◦建築工事共通仕様書
　X-1 同等厚さ
◦建築工事標準仕様書
　JASS8
　L-US 同等厚さ

❼仕上塗料
❻ナルファルトWP（３回目）1.5
❺ナルファルトWP（２回目）1.5
❹ナルファルト不織布
❸ナルファルトWP（１回目）1.0
❷ナルブリッドＢ 0.8
❶ナルファルトプライマー 0.2

H.26.12.2000


